
九
州
の
豊
前
国
、
中
津
藩
は
、
前
野
良
沢
、
福
沢
諭
吉
を
は
じ
め

多
く
の
医
学
者
、
文
化
人
の
輩
出
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
度
、
御
典
医
、
村
上
家
の
調
査
で
数
多
く
の
古
文
書
や
資
料
が
発

見
さ
れ
、
そ
の
多
く
は
未
だ
未
解
読
で
あ
る
が
、
我
々
の
解
明
で
き

た
範
囲
内
で
、
特
に
村
上
玄
水
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
報
告
す

ブ
（
や
Ｏ

村
上
家
の
出
自
は
、
信
濃
源
氏
で
あ
り
、
村
上
天
皇
第
六
王
子
、

源
良
国
、
浪
華
太
郎
を
家
祖
と
す
る
。

良
国
よ
り
数
代
を
経
て
、
良
氏
に
至
り
、
豊
前
仲
津
郡
を
領
し
、

数
代
を
経
て
良
成
の
時
に
仏
門
に
入
っ
て
浄
喜
寺
を
建
立
、
初
代
開

基
と
な
っ
た
。
浄
喜
寺
三
世
良
慶
は
顕
如
上
人
の
直
弟
子
と
な
り
、

石
山
合
戦
に
は
軍
功
を
立
て
て
感
状
を
も
ら
っ
た
と
い
う
。
良
慶
の

暹
ま
し
い
画
像
は
、
村
上
家
に
残
っ
て
い
る
。

中
津
藩
と
村
上
玄
水

○
川
嶌
眞
人

村
上
玄
児
・
今
永
正
樹

浄
喜
寺
五
世
、
蓮
休
の
三
男
、
村
上
良
道
（
宗
伯
）
は
、
小
林
見

宣
に
医
を
学
び
、
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
○
年
）
に
、
医
師
開
業
の
免

許
皆
伝
を
受
け
、
そ
の
免
許
本
が
村
上
家
に
残
っ
て
い
る
。
宗
伯

は
、
中
津
諸
町
で
開
業
し
、
中
津
藩
村
上
家
の
初
代
と
な
っ
た
。
宗

伯
か
ら
、
養
元
、
玄
水
、
玄
洞
、
長
庵
、
玄
秀
を
経
て
七
代
玄
水
の

時
に
蘭
学
医
と
し
て
最
も
活
躍
し
た
こ
と
が
こ
の
度
の
調
査
で
も
判

明
し
た
。

中
津
藩
奥
平
家
は
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
年
）
島
津
家
よ
り
養

嗣
、
昌
高
を
む
か
え
、
昌
高
は
シ
ー
ポ
ル
ト
に
も
度
々
会
見
し
た
蘭

学
大
名
と
し
て
も
高
名
で
あ
り
、
一
八
二
二
年
、
バ
ス
タ
ー
ド
蘭
和

辞
典
を
刊
行
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
本
辞
書
の
下
巻
も
こ
の
度
の
調

査
で
、
村
上
家
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。

中
津
藩
を
あ
げ
て
、
蘭
学
ブ
ー
ム
の
時
、
村
上
玄
水
は
生
長
し

て
、
蘭
学
医
と
し
て
活
躍
す
る
。

玄
水
は
天
明
元
年
（
一
七
八
一
年
）
は
出
生
、
十
四
、
五
歳
頃
は
、

天
文
、
兵
法
、
砲
術
を
学
び
、
文
化
三
年
、
広
島
の
蘭
医
、
中
井
厚
沢

が
中
津
を
訪
れ
た
時
を
機
会
に
医
学
を
学
び
は
じ
め
た
と
い
う
。
文

化
八
年
（
一
八
二
年
）
御
典
医
と
な
っ
て
三
人
扶
持
を
も
ら
っ
た
。

文
政
二
年
（
一
八
一
九
年
）
村
上
玄
水
は
、
自
ら
の
執
刀
の
も
と
に
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人
体
解
剖
を
行
う
。
下
毛
郡
誌
に
よ
れ
ば
、
中
津
藩
の
刑
場
長
浜
で

囚
人
（
男
）
の
解
剖
を
門
下
五
十
余
人
を
率
い
て
行
い
、
中
津
藩
の

画
員
片
山
東
雛
と
佐
久
間
玉
江
が
写
生
し
た
。
玄
水
は
、
こ
の
解
剖

図
を
解
剖
図
説
と
題
し
一
冊
に
ま
と
め
、
日
出
藩
の
帆
足
万
里
が
序

文
を
書
い
て
い
る
。
万
里
と
玄
水
は
親
交
が
厚
く
、
そ
の
手
紙
も
村

上
家
に
て
発
見
さ
れ
た
。
解
剖
図
説
は
序
文
の
染
残
し
て
発
見
さ
れ

て
い
る
。
玄
水
の
解
剖
の
日
か
ら
三
カ
月
後
に
、
奥
平
昌
高
は
逝
い

て
い
る
。

村
上
家
の
資
料
の
中
で
解
剖
当
日
の
状
況
を
記
録
し
た
も
の
が
解

臓
記
で
あ
る
。
解
剖
さ
れ
た
受
刑
者
は
、
「
二
十
一
、
二
歳
位
の
引

壮
な
若
者
で
、
無
病
、
た
だ
直
腸
に
小
豆
の
如
き
を
見
る
」
と
述
べ

る
が
如
く
、
細
い
観
察
を
行
っ
て
い
る
。
解
剖
図
説
の
下
絵
と
思
わ

れ
る
も
の
二
葉
が
、
村
上
家
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。
本
物
の
絵
図

は
、
横
山
健
堂
が
持
ち
出
し
て
行
方
不
明
で
あ
る
。

村
上
家
に
は
高
野
長
英
潜
伏
の
話
が
口
伝
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

シ
ー
ポ
ル
ト
事
件
、
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
年
）
長
崎
を
追
わ
れ

た
長
英
は
、
十
二
年
日
田
に
入
り
、
そ
の
後
、
中
津
藩
村
上
家
の
土

蔵
に
か
く
ま
わ
れ
、
玄
水
が
家
人
に
内
緒
で
自
ら
膳
を
は
こ
ん
だ
と

い
畠
も

長
英
と
玄
水
の
接
触
が
長
崎
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
さ
だ
か
で
な

い
が
、
村
上
家
に
残
る
藺
文
の
学
問
訓
は
、
「
書
斉
、
水
滴
は
石
を

も
穿
つ
」
と
書
か
れ
て
あ
る
（
天
児
民
和
先
生
訳
）
。
ま
ぎ
れ
も
な
く

長
英
の
座
右
銘
と
し
た
学
問
訓
で
あ
り
、
群
馬
県
の
福
田
宗
禎
宅
に

残
し
た
「
害
斉
、
水
滴
は
、
力
に
よ
ら
ず
し
て
、
何
度
も
落
ち
る
こ

と
に
よ
り
、
石
を
も
穿
つ
」
と
同
意
義
の
文
で
あ
る
。

村
上
家
に
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
長
崎
で
治
療
し
た
験
方
録
で
あ
る

矢
以
勃
児
杜
経
験
集
の
写
本
が
あ
る
。
こ
の
写
本
は
、
玄
水
が
文
政

十
二
年
に
筆
写
し
た
と
書
い
て
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
長
英
の
滞
在
し
た

時
期
と
も
一
致
す
る
の
で
、
長
英
か
ら
借
り
て
写
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
か
。玄

水
が
、
薬
草
園
を
宮
永
や
龍
王
浜
に
作
っ
て
人
参
や
茶
を
作
っ

た
り
、
中
津
海
岸
で
最
近
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
建
干
網
漁
業
を
創
案

し
た
り
、
花
火
玉
の
作
り
方
を
書
い
た
書
類
を
残
し
た
り
、
そ
の
博

学
で
多
彩
な
活
動
の
あ
と
が
う
か
が
え
る
。

天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
年
）
玄
水
は
六
十
三
歳
で
没
し
、
そ
の
墓

は
、
中
津
市
内
の
東
林
寺
に
あ
る
。

シ
ー
ボ
ル
ト
と
も
っ
と
も
親
交
の
厚
か
っ
た
蘭
学
大
名
、
奥
平
昌

高
の
時
代
に
、
九
州
で
最
も
初
期
と
考
え
ら
れ
る
人
体
解
剖
を
自
ら
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の
手
で
行
っ
た
村
上
玄
水
は
、
今
回
の
調
査
で
様
々
な
資
料
の
中
か

ら
、
そ
の
実
像
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
る
。

川
嶌
整
形
外
科
病
院

村
上
華
林
堂
病
院

村
上
記
念
病
院
医
家
資
料
館

本
年
十
月
は
、
ル
イ
ス
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
Ｆ
鳥
：
ど
目
の
ｓ
§

（
一
五
二
五
’
一
五
八
三
）
が
、
九
州
、
天
草
の
河
内
浦
（
現
熊
本
県
天

草
郡
河
浦
町
一
町
田
）
で
、
没
し
て
丁
度
四
百
年
目
に
当
る
。

一
五
五
○
年
よ
り
彼
の
日
本
に
於
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
修
道
士
と
し

て
の
活
動
、
お
よ
び
豊
後
府
内
に
お
け
る
日
本
で
初
め
て
の
育
児

院
、
洋
式
病
院
の
創
設
、
運
営
、
診
療
な
ど
に
つ
い
て
は
、
彼
自

身
、
お
よ
び
当
時
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
の
通
信
書
簡
に
よ
り
、
大

略
は
先
達
歴
史
学
者
た
ち
の
貴
重
な
研
鎖
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
彼
の
医
療
技
術
の
レ
ベ
ル
や
内
容
等
に
お
い
て
は
、
史
料

に
乏
し
く
未
だ
に
定
説
が
明
ら
か
で
な
い
。

ル
イ
ス
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
は
、
一
五
四
六
年
三
月
三
十
日
付
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
ジ
ョ
ア
ン
三
世
よ
り
全
領
土
に
お
け
る
外
科
施
術

の
免
許
を
得
て
い
る
。

ア
ル
メ
ィ
ダ
没
後
四
百
年
の

足
跡
を
訪
ね
て

東
野
利
夫
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